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市
で
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域
福
祉
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
民
参
加
の
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
地
域
福
祉
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
地
域
福
祉
計
画
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
3
時

■
場
所
　
穂
高
会
館
講
堂

■
内
容
　
『
安
曇
野
市
地
域
福
祉
計
画

　
策
定
に
向
け
て
』

■
講
師
　
合
津
文
雄
さ
ん

　
（
長
野
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授
）

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン

　
タ
ー
内
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
（
TEL
81
・
０
７
１
６
）

　
結
核
を
過
去
の
病
気
だ
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
現
在
で
も
結
核
は
日
本

で
最
大
の
感
染
症
で
す
。
医
療
や
生
活

水
準
の
向
上
で
、
薬
を
飲
め
ば
完
治
す

る
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、今
で
も
１
日

に
80
人
の
患
者
が
発
生
し
、６
人
が
命
を

落
と
し
て
い
る
重
大
な
感
染
症
で
す
。

　
財
団
法
人
結
核
予
防
会
で
は
、
結
核

や
そ
の
他
の
胸
部
疾
患
を
な
く
す
た
め

の
事
業
資
金
を
集
め
る
た
め
、
複
十
字

シ
ー
ル
運
動
（
募
金
活
動
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
世
界
共
通
で
、
約

百
年
の
歴
史
が
あ
り
、
募
金
媒
体
と
し

て
シ
ー
ル
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

で
は
世
界
80
カ
国
で
シ
ー
ル
が
発
行
さ

れ
、
胸
部
疾
患
予
防
の
た
め
の
募
金
活

動
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
安
曇
野
市
で
も
、
こ
の
運
動
を
支
援

し
、
募
金
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
12
月
１
日（
金
）〜
15
日（
金
）

■
募
金
箱
設
置
場
所

　
各
総
合
支
所
お
よ
び
各
保
健
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン

　
タ
ー
内
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
（
TEL
81
・
０
７
２
６
）

　　
松
本
広
域
消
防
局
で
は
、
救
急
車
の

到
着
ま
で
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
適

切
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
救

命
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
12
月
に

市
内
で
行
わ
れ
る
救
命
講
習
会
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
普
通
救
命
講
習
会
（
３
時
間
講
習
）

・
日
時
　
12
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

・
場
所
　
明
科
公
民
館
２
階

・
定
員
　
30
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
明
科
消
防
署
（
TEL
62
・
２
９
９
２
）

　　
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
で
は
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
夜
の
公
園
を

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
夜
間
開
園
を
行

い
ま
す
。
期
間
中
は
、
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
公
園
管

理
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
期
間
　
12
月
８
日（
金
）〜
24
日（
日
）

■
夜
間
開
園
時
間

　
午
後
４
時
〜
８
時

　
※
通
常
の
開
園
時
間
は
午
前
９
時
30

　
　
分
〜
午
後
４
時
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
TEL
71
・
５
５
１
１
）

　
平
成
18
年
９
月
の
開
発
審
査
分

　
（
承
認
日
　
平
成
18
年
10
月
13
日
）

■
日
本
開
發
㈱
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
２
７
５
８
‐
３

・
開
発
面
積
　
８
０
７
・
１
８
㎡

・
目
的
　
建
売
分
譲
住
宅
３
区
画
の
立
地

■
㈲
本
等
山
葵
商
店
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
３
０
４
４
‐
１
他
１
筆

・
開
発
面
積
　
１
、１
９
１
・
１
２
㎡

・
目
的
　
工
場
の
立
地

■
島
新
精
工
㈱
の
開
発
事
業

・
場
所
　
北
穂
高
２
０
４
７
‐
４

・
開
発
面
積
　
４
、５
０
５
・
２
０
㎡

・
目
的
　
工
場
の
立
地

■
㈱
あ
づ
み
野
の
開
発
事
業

・
場
所
　
有
明
７
３
７
８
‐
５
他
３
筆

・
開
発
面
積
　
２
、９
８
６
・
６
３
㎡

・
目
的
　
工
場
の
建
て
替
え

■
中
部
電
力
㈱
の
開
発
事
業

・
場
所
　
有
明
７
４
９
４
‐
１
の
内

・
開
発
面
積
　
４
、
０
１
６
・
０
０
㎡

　
の
内
４
９
・
０
０
㎡

・
目
的
　
送
電
線
鉄
塔
の
建
て
替
え

　「
地
上
か
ら
の
最
高
高
30
ｍ
」

■
㈱
あ
づ
み
野
宅
建
の
開
発
事
業

・
場
所
　
有
明
９
０
８
０
‐
１
他
２
筆

・
開
発
面
積
　
１
、４
２
７
・
３
８
㎡

・
目
的
　
建
売
分
譲
住
宅
３
区
画
の
立
地

■
㈱
巴
屋
の
開
発
事
業

・
場
所
　
柏
原
２
８
２
８
‐
１
７
他
１
筆

・
開
発
面
積
　
１
、７
１
６
・
０
２
㎡

・
目
的
　
事
業
所
の
立
地
「
ク
リ
ー
ニ

　
ン
グ
取
次
・
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
」

※
開
発
面
積
は
土
地
面
積
で
す
。

地
域
福
祉
計
画
講
演
会

結
核
予
防
・
複
十
字
シ
ー
ル

募
金
協
力
の
お
願
い

救
命
講
習
会

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
イ
ベ
ン
ト

森
の
光
物
語

工事名 工事個所 請負者 請負代金
（国補・市単）豊科公共下水道　細萱西幹線第 2 工区管路布設工事
安曇野市豊科地域公共下水道（国補・市単 ) 管路布設工事

（国補・市単）豊科公共下水道　下中曽根幹線第 2 工区管路布設工事
（国補・市単）豊科公共下水道　真々部東幹線第 1 工区管渠工事
（国補・市単）豊科公共下水道　上鳥羽中央幹線第 1 工区管渠工事
（国補・市単）豊科公共下水道　吉野大樋橋南第 1 工区管渠工事
（国補・市単）豊科公共下水道　飯田南枝線第 7 工区管渠工事
豊科地域汚水処理施設整備（交付金・市単 ) 管路布設工事

（国補 ) 特環公共下水道　新屋 15 工区工事
（国補 ) 特環公共下水道　新屋 16 工区工事
（国補・市単）穂高公共下水道　塚原 2-5 工区工事
林道舗装事業　北沢線舗装工事
ふるさと林道緊急整備事業　北沢線改良工事

（市単）明科公共下水道　光 47 工区工事
市道穂高 1 級 13 号線外　道路維持工事（上下水道舗装本復旧）
市道穂高 2 級 17 号線外　道路維持工事（上下水道舗装本復旧）
市道西穂高 190 号線外　道路維持工事（上下水道舗装本復旧）
市道西穂高 174 号線外　道路維持工事（上下水道舗装本復旧）
市単舗装復旧工事 市道三郷 622 号線外
市道堀金 1 級 2 号線 舗装工事
市道堀金 1 級 4 号線 舗装工事

（国補・市単）豊科公共下水道　小瀬幅東枝線第 3 工区管渠工事
（国補・市単）豊科公共下水道　吉野東枝線第 5 工区管渠布設工事
穂高生活雑排水浄化処理場活性炭脱臭装置吸着剤交換工事

（国補 ) 豊科公共下水道　細萱中央幹線第 1 工区管渠工事
（国補・市単）豊科公共下水道　上鳥羽南幹線第 1 工区管渠工事
（交付金 ) 豊科公共下水道　熊倉西幹線第 1 工区管渠工事
（国補・市単）豊科公共下水道　踏入北枝線第 4 工区管渠工事
（国補・市単）穂高公共下水道　塚原 4-1 工区管渠工事
市道西穂高 200 号線外　維持工事（上下水道舗装本復旧）

豊科南穂高
豊科　吉野東幹線第 5 工区
豊科高家
豊科高家
豊科
豊科
豊科高家
豊科高家　熊倉中央幹線第 1 工区
穂高有明
穂高有明
穂高柏原
穂高牧
穂高牧
明科光　中条
穂高有明（耳塚・新屋）
穂高有明（立足・耳塚）
穂高柏原
穂高柏原
三郷小倉南小倉
堀金烏川（倉田）
堀金烏川（中堀）
豊科田沢
豊科
穂高有明
豊科南穂高
豊科
豊科高家
豊科南穂高
穂高柏原
穂高柏原

㈱武井建設
㈱山本組
㈱ワークメイト
立商工事㈲
㈱振興建設
㈲ニッコウ
曽根原建設㈱
㈱佐原建設
㈱松澤組
㈱川上産業
㈱寿建設
㈱松澤組
有賀組
㈲竹内建設
㈱寿建設
㈱関組
㈱イトウ
㈲林屋組
富士開発㈱
宏栄産業㈱
山共建設㈱
㈲藤原興業
宏栄産業㈱
日立プラントテクノ㈱信越支店
猿田建設㈱
㈱振興建設
㈱佐原建設
㈲ニッコウ
㈱イトウ
㈱赤羽組

29,295,000
31,185,000
28,035,000
28,350,000
35,385,000
14,700,000
17,115,000
24,150,000
23,415,000
18,795,000
24,465,000
14,910,000
8,925,000
2,730,000

11,634,000
15,750,000
13,650,000
8,379,000
7,035,000
7,245,000
4,672,500

10,500,000
17,430,000
4,042,500

25,725,000
32,865,000
19,740,000
15,435,000
30,975,000
15,225,000

事業名 自己負担事　業　内　容

無

障害をお持ちの人や障害児の保護者または介護者からの相談に応じ、必要な情報の提供をしたり、日常の生活や就労の支援をします。
　実施場所　
　　松本圏域北部障害者総合支援センター　あるぷ
　　　安曇野市豊科 4156-1　TEL 73-4664　FAX 73-2265
　　松本圏域南部障害者総合支援センター　Ｗｉｓｈ（ウイッシュ）
　　　松本市双葉 4-8             TEL 26-1313　FAX 26-2345
　　松本市障害者自立支援センター　ぴあねっと21（ピアカウンセリング）
　　　松本市双葉 4-16　　    TEL 27-7211　FAX 29-5020

コミュニケーション支援事業

日常生活用具給付等事業

移動支援事業

地域活動支援センター事業

訪問入浴サービス事業

更生訓練費給付事業

施設入所者就職支度金
給付事業

日中一時支援事業

生活サポート事業

スポーツ・レクリエーション教室開
催等事業（社会参加促進事業）

芸術・文化講座開催等事業
（社会参加促進事業）

自動車運転免許取得・
自動車改造助成事業

経過的デイサービス事業

聴覚、言語機能、音声機能などの障害のために、意思疎通を図ることに支障がある人の意思疎通を仲介する
ために、手話通訳者や要約筆記者を派遣します。 無

日常生活上の便宜を図るため、６種（介護・訓練支援用具、自立生活支援用具、在宅療養等支援用具、情報・意思疎通支援用
具、排泄管理支援用具、住宅改修）の日常生活用具を給付します。（ストマ用装具、特殊寝台、頭部保護帽、手すりの設置など）

１割負担（所得に応じ１カ
月の負担に上限があります）

屋外での移動が困難な視覚に障害がある人や常時車いす利用している人、知的障害や精神障害がある人で外出
に援助が必要な人の外出をヘルパー等が援助します。マンツーマンでの支援やグループへの支援があります。

無

通所による創作的活動や生産活動の機会の提供、社会との交流促進などを図る事業を行います。現在の共
同作業所などが移行することを想定しています。

無 （ 一 部に１割負
担の事業があります）

重度の身体障害がある人の居宅を訪問し、浴槽を部屋にいれて入浴サービスを行います。 無

就労移行支援事業又は自立訓練事業を利用している人等のうち、一定の条件を満たす人に訓練費を支給しま
す。（1 人 2,100 円～ 14,800 円／月）

―

入所または通所により就労移行支援事業や就労継続支援事業等を利用している人が、就職等により施設を退
所することになった場合、１人 36,000 円を支給します。

―

障害福祉サービス事業所や障害者支援施設等において、日中の活動の場を提供し、社会に適応するための日
常的な訓練や見守り等を行います。

1割負担（重症心身障害児・
者が医療機関で実施する事
業を利用する場合は無料）

介護給付支給決定者以外の人で、日常生活に関する支援を行わなければ、本人の生活に支障をきたすおそれ
のある障害者に対して、ホームヘルパー等を居宅に派遣し、生活支援や家事援助を行います。 １ 割負担

スポーツ・レクリエーション活動を通じて、障害がある人の体力増強や交流を図り、また障害者スポーツを普及
するための、各種スポーツ・レクリエーション教室や障害者スポーツ大会の開催を支援します。

無

障害がある人の芸術・文化活動を振興するため、作品展や音楽会など芸術・文化活動の発表の場を設け、
創作意欲を助長するための環境の整備や必要な支援を行います。

無

障害のある人が自立のために自動車運転免許を取得したり、自動車を改造する場合、100,000 円を限度として
費用の一部を助成します。

無

H18 年 10 月に新制度へ移行することが困難な障害者デイサービス事業所が、新制度へ移行するまでの間、
継続して障害者デイサービスを提供します。( 平成 19 年 3月まで)

１割負担

相談支援事業

障害者自立支援法施行に伴う

安曇野市の地域生活支援事業
　10月１日に本格的に施行された障害者自立支援法では、障害があっても自立し、安心した生活が過ごせるように、
地域の特性や利用者の状況に応じて、市町村が地域生活支援事業として、柔軟に障害福祉サービスを提供することに
なりました。
　市では、今までのサービスが低下することがないよう、また必要なサービスが十分に受けられるように下記の事業
を行います。また、本来費用の１割は、自己負担していただく制度ですが、障害者が生活する上で欠かせないものや、
重度の場合は複数のサービスを組み合わせて使うため、負担が増大することから、なるべく少ない負担でご利用でき
るように配慮しました。各サービスの利用申請などは、お気軽にお問い合わせください。

問い合わせ　健康福祉部社会福祉課障害福祉係（TEL 81・0724　FAX 81・0703）および各総合支所福祉係

（単位：円）入札契約結果（平成18年9月分）

穂
高
地
域
・
開
発
事
業
の
承
認

 燦メンタルクラブ ( 城西病院内）（主に精神障害）
　松本市城西 1-9-2　　   TEL 39-4624　FAX 39-4625
あいあい（四賀アイアイ内）（主に知的障害）
　松本市刈谷原町 759-1  TEL 64-1161　FAX 64-4400


